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4 2018（平成30年）

国　税／�3月分源泉所得税の納付� 4月10日
国　税／�2月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 5月1日
国　税／�8月決算法人の中間申告� 5月1日
国　税／�5月、8月、11月決算法人の消費税の中間申告

（年3回の場合）� 5月1日
地方税／�給与支払報告に係る給与所得者異動届の提出

� 4月16日
地方税／�固定資産税（都市計画税）の第1期分の納付

� 市町村の条例で定める日（原則4月中）
地方税／�土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧

� 4月1日〜4月20日
�または最初の納期限のいずれか遅い日以後の日まで

地方税／�軽自動車税の納付
� 市町村の条例で定める日（原則4月中）

労　務／�労働者死傷病報告（休業4日未満：1月〜3月分）
� 5月1日

　この４月からビールの定義が改正され、主
原料である麦芽の比率が50％（改正前67％）
以上のものがビールとして表示できるととも
に、ビールの範囲に、副原料として新たに果
実や一定の香味料を加えて発酵させたものが
加えられます。ビールの範囲拡大の背景には、
特色ある地ビール開発の推進があります。

ワンポイント ビールの定義の見直し

4 月 の 税 務 と 労 務4月 （卯月）APRIL

29日・昭和の日　30日・振替休日

日 月 火 水 木 金 土
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４月号─2

　

当
社
は
従
業
員
十
五
人
の
金

型
加
工
業
者
で
す
。
新
し
く
従

業
員
を
数
名
雇
用
し
た
い
の
で

す
が
、
な
か
な
か
良
い
人
材
が

見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
中
小
企
業

な
ら
で
は
の
対
策
と
、
ど
の
よ

う
な
人
材
が
良
い
の
か
な
ど
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
に
と
っ
て
良
い
人
材
の

確
保
は
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
す
。

国
の
施
策
や
民
間
の
事
業
な
ど
も
活

用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
そ
の

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
も
押
さ
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

●
企
業
側
の
問
題
点
と
対
応

　

少
子
化
が
進
む
中
で
の
人
材
確
保

は
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
課

題
で
す
。
就
職
に
関
し
て
、
企
業
と

学
生
の
間
で
マ
ッ
チ
ン
グ
が
う
ま
く

い
か
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

新
規
に
採
用
し
て
も
最
終
で
残
る
人

が
半
分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
働
き
手
の
問
題
も
あ
り
ま

す
が
、
企
業
側
の
問
題
で
あ
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
原
因
と
し
て
以
下
の
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

①　

企
業
の
知
名
度
・
ブ
ラ
ン
ド
力

が
弱
い

②　

就
労
条
件
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

が
悪
い

③　

必
要
な
人
材
が
な
ん
で
あ
る
か

絞
り
切
れ
て
い
な
い

④　

人
材
育
成
を
別
途
に
行
う
時
間

や
資
金
の
余
裕
が
な
い

　

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、

ま
ず
会
社
の
経
営
戦
略
構
築
が
必
要

で
す
。
働
き
手
に
興
味
を
も
っ
て
も

ら
う
「
売
り
」
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
中
長
期
計
画
を
立
て

て
、
そ
れ
に
共
感
す
る
従
業
員
の
存

在
、
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
の
導
入
、

人
材
育
成
プ
ラ
ン
の
提
示
な
ど
、
会

社
そ
の
も
の
の
経
営
を
見
直
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
人
材
確
保
等
支
援
事
業
の
活
用

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
活
用
と
と
も
に
、

経
済
産
業
省
の
「
地
域
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
人
材
確
保
等
支
援
事

業
」
な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
こ

の
事
業
は
都
道
府
県
ご
と
に
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
機
関
を
設
け
て
そ
れ
ぞ
れ

の
都
道
府
県
単
位
で
若
者
・
高
齢

者
・
女
性
を
対
象
と
し
て
人
材
の
確

保
・
定
着
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
中
小
企
業
庁
で
は
、
全
国

か
ら
人
手
不
足
に
対
応
し
た
好
事
例

人材確保、中小企業・小規模事業者発掘のための連携機関

ハローワーク 地方自治体
大学等 地域金融機関 地域経済団体等

参
加
地域の中小企業・
小規模事業者

地域の事業者が参加
できるイベント例
・合同企業説明会
・短期就業体験の
　受入れ
・学生との交流会
・新人向けセミナー
・若手社員向けスキ
　ルアップ研修
等

出典：中小企業・小規模企業者人材対策事業説明資料（中小企業庁）

〔平成27年度当初事業〕
ＵＩＪターン人材拠点
（５都市圏）

Ｕターン、
Ｉターン、
Ｊターン　

〔平成28年度補正事業〕
地域人材

コーディネート機関
（全国47箇所）

協力体制

〔地域の人材〕
若者
女性
シニア等

〔都市部の人材〕
若者 ※仙台、東京、名古屋、

　大阪、福岡を想定

中
小
企
業
の
人
材
確
保

中
小
企
業
の
人
材
確
保
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を
集
め
た
「
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
人
手
不
足
対
応
一
〇
〇
事
例
」

を
平
成
二
十
八
年
度
に
ま
と
め
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
中
か
ら
事
例
を
一

つ
紹
介
し
ま
す
。

【
助
っ
人
は
、
超
朝
型
】

　

石
川
県
金
沢
市
の
食
品
製
造
業
Ｓ

社
（
従
業
員
八
〇
人
）
で
は
、
サ
ツ

マ
イ
モ
の
加
工
の
た
め
、
期
間
限
定

で
工
場
の
稼
働
時
間
を
伸
ば
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
と
こ
ろ
の
人
手
不
足
。
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
や
求
人
誌
で
は
ま
っ
た
く
反
応

が
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
の
時
期
だ
け
、

空
い
て
い
る
朝
の
時
間
に
工
場
を
動

か
せ
れ
ば
な
あ
…
」
そ
ん
な
都
合
の

い
い
こ
と
を
考
え
て
い
た
社
長
は
、

ふ
と
、
ひ
ら
め
き
ま
し
た
。「
朝
と

い
え
ば
…
お
年
寄
り
だ
！
」

　

さ
ら
に
経
営
者
の
友
人
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。「
お
年
寄
り
に

は
、
新
聞
の
チ
ラ
シ
が
効
く
ぞ
」。

高
齢
者
は
、新
聞
の
購
読
率
が
高
く
、

チ
ラ
シ
も
し
っ
か
り
読
ん
で
く
れ
そ

う
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
活
躍
へ
の
取

組
み
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
紙
面
で
取

り
上
げ
て
も
ら
う
こ
と
に
も
成
功
。

予
想
以
上
に
、
高
齢
者
か
ら
多
数
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
Ｓ
社
が
制
度
化
し
た
午
前

五
時
〜
午
前
九
時
半
と
い
う
早
朝
の

短
期
時
間
勤
務
は
、
仕
事
以
外
の
時

間
を
大
切
に
し
た
い
高
齢
者
に
と
っ

て
も
う
れ
し
い
勤
務
時
間
帯
で
し
た
。

し
か
も
、
意
欲
の
高
い
高
齢
者
は
遅

刻
や
欠
勤
も
少
な
く
勤
務
態
度
も
若

い
社
員
た
ち
の
お
手
本
。
社
内
の
活

性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

求
め
る
人
材
を
明
確
に
し
た
こ
と
。

そ
し
て
、
そ
の
人
材
の
側
に
立
っ
た

人
材
募
集
や
働
き
方
の
実
現
が
、
会

社
の
利
益
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

●
民
間
の
活
用

　

人
手
不
足
や
人
材
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

に
悩
ん
で
い
る
会
社
で
は
、「
紹
介

予
定
派
遣
」
を
活
用
し
て
人
材
を
確

保
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

紹
介
予
定
派
遣
と
は
、
派
遣
契
約

終
了
後
に
正
社
員
・
契
約
社
員
と
な

る
こ
と
を
前
提
に
最
長
六
か
月
派
遣

社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

●
自
立
型
人
材
の
育
成

　

以
上
の
他
、
人
材
採
用
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
自
立
型
人
材
の
育
成
も

重
要
と
な
り
ま
す
。

　

中
小
企
業
で
は
従
業
員
の
一
人
一

人
が
そ
の
企
業
の
命
運
を
左
右
す
る

度
合
い
が
、
大
企
業
に
比
べ
て
は
る

か
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
中
小
企
業
で
は
自
立
型

の
人
材
が
と
り
わ
け
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
自
立
型
人
材
を
採
用
す
る
た

め
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
活
用

②
高
齢
者
の
活
用

③
大
企
業
か
ら
の
人
材
の
受
入
れ

④
中
途
採
用
に
よ
る
技
術
者
の
受
入

れ
⑤
多
様
化
す
る
就
業
形
態
の
活
用

⑥
企
業
風
土
の
変
革

⑦
人
事
制
度
を
能
力
主
義
的
色
彩
へ

⑧
職
場
環
境
の
改
善
・
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
考
慮

　

以
上
の
中
小
企
業
の
人
材
育
成
を

ま
と
め
る
と
、

①　

自
社
の
人
間
は
自
社
で
育
て
る

と
い
う
意
識
が
必
要
。

　
　

自
立
型
人
間
の
採
用
。
さ
ま
ざ

ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ

人
間
の
受
入
れ
。

②　

人
材
育
成
へ
の
経
営
者
の
姿
勢

　
　

経
営
者
が
従
業
員
に
対
し
て
、

自
社
の
発
展
・
成
長
に
対
す
る
情

熱
を
伝
え
、
そ
れ
を
従
業
員
と
共

有
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

組
織
全
体
で
仕
事
を
す
る
と
い
う

意
識
を
従
業
員
に
も
た
せ
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

③　

中
小
企
業
も
自
身
の
存
在
感
を

高
め
る

　
　

自
社
の
強
み
や
特
徴
を
様
々
な

媒
体
を
利
用
し
て
世
間
に
伝
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

「自立型人材」のイメージ

採用 育成 不足人材

ＩＣＴを
使いこなせる人材右腕人材 自立型人材

普通の人材

顧客開拓・
販売のプロ

技術動向を
把握できる人材
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　「仕事の報酬は仕事」と言っていたのは、
元ソニーの会長・盛田昭夫氏です。
　仕事の報酬はお金ではない。このことを
更に分析し述べるのは、田坂広志氏です。
　田坂氏は、目に見えない収穫として「四
つの報酬」をあげています。
①ナレッジ・リターン（知識報酬）
　仕事を通じて、人は今まで知らなかった
新たな価値ある知識と経験、知恵を得るこ
とができます。
②リレーション・リターン（関係報酬）
　仕事は一人でやるものではなく、相手方
を含め多くの人とのコミュニケーション、
協力の上に達成するものです。そこでは他
者から学び、他者に自分のスキルと人格を
知ってもらう機会を得ることになります。
そこでの人間関係は、目に見えない報酬と
いうことができるでしょう。
③ブランド・リターン（評判報酬）

　仕事をうまくやり遂げたとき、あの人の
腕は確かだ、あの人に任せれば安心だ、と
いう評価を得ることができます。この評価
が次の仕事を生み出す源泉となっていきま
す。ブランド・リターンはその意味では報
酬と言えますが、逆に仕事で信頼を失うと
ブランドは傷つき損失につながることにな
ります。
④グロース・リターン（成長報酬）
　仕事には、常に困難がつきものです。そ
の困難を乗り越えて仕事を達成すると、自
分自身が大きく成長できます。成長した自
分は、更により困難な仕事が与えられても
それを乗り越えようとする自信を持つこと
ができます。
　この四つの報酬こそが、仕事をする上で
は重要で、金銭的報酬は①から④の報酬の
結果でしかありません、と田坂氏は言いま
す。
　同じ仕事をするときでも、このような自
己評価基準をもって取り組むと、将来、大
きな収穫をあげられるでしょう。

仕事の報酬

　Ａ社長は大学生に対し、自分の体験から
次のようなメッセージを送ります。
①スキルを身につける
　　このスキルは必ずしも将来、就職する
であろう仕事に関係なくても良い。例え
ば、釣りが得意であれば「１年に５匹の
タイを釣る」といった自信になるもので
す。
②コミュニケーションができる
　　自分の伝えたいことを相手に正確に伝
えられる、同時に相手の伝えたい主旨を
きちんと理解できること。
③素直な気持ちを持てる
　　多少理不尽なことがあっても、とりあ
えずやってみよう、それから自分の思っ
ていることを言おう、という気持ちです。
④アルバイトをしておこう
　　社会生活を送る上での言葉づかい、身
だしなみを覚える。
⑤一生付き合える仲間をつくる
⑥本をたくさん読んでおく

社長から大学生へのメッセージ　
「
今
後
の
シ
ニ
ア
市
場
を
ど
う
捉

え
る
か
」…
等
の「
シ
ニ
ア
」と
は
？

シ
ニ
ア
の
定
義
は
ま
ち
ま
ち
で
す
。

「
老
年
学
」
を
研
究
の
Ｈ
氏
は
、「
シ

ニ
ア
」
は
サ
ー
ド
エ
イ
ジ
を
生
き
る

人
と
定
義
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
、

　

フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ジ
＝
二
〇
歳
頃

ま
で
、
未
熟
・
教
育
・
依
存
の
状
態
。

　

セ
カ
ン
ド
エ
イ
ジ
＝
二
〇
〜
五
四

歳
頃
ま
で
で
、
自
立
・
責
任
・
蓄
積
。

　

サ
ー
ド
エ
イ
ジ
＝
五
〇
〜
七
四
歳

（
五
〇
〜
五
四
歳
が
重
な
り
ま
す

が
）、
達
成
・
完
成
・
充
実
。

　

フ
ォ
ー
ス
エ
イ
ジ
＝
七
五
歳
以

上
、
保
存
・
衰
退
。

　

多
く
の
人
が
シ
ニ
ア
を
意
識
し
出

す
の
は
、五
〇
〜
五
四
歳
頃
。「
身
体
」

「
社
会
的
地
位
」「
家
族
」
の
変
化
が

始
ま
る
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
七
五
〜
八
〇
歳
で
「
身
体
」

「
支
出
」
の
変
化
に
よ
り
生
活
が
収

束
に
向
か
う
と
、
Ｈ
氏
は
人
生
四
期

論
よ
り
説
明
し
ま
す
。

「
シ
ニ
ア
」
と
は


